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　職業奉仕部門理事
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　社会奉仕担当理事・委員長
川端　徹

　本年度、クラブ管理運営部門の理事を担当しまし
た泉谷です。
１年間、ありがとうございました。
　クラブ管理運営部門は会員相互の交流と親睦を
一層深めるための環境づくりをすること。 その為に３
委員会とコミュニケーションを密にし、クラブの活性
化に努めたいと思い活動しました。
また、ロータリーの親睦は、ただ楽しむことだけでは
無く、お互いに切磋琢磨しながら「学び合い」メン
バーの間で信頼関係が構築されるようにしたく今年
度は取り組みを考えていましたが、私の都合により実
現できませんでした。
しかし、コロナも終息し、楽しい事業で親睦を深める
ことが出来たと思います。
　親睦活動員会は例会の運営にご尽力いただき、最
終例会の懇親会から始まり。
納涼例会、クリスマス例会　１２月１８日　ロイヤル
クラシックホテル　ウクライナの話と松内サンタさん
は大変良かったと思います。
家族例会　５月１４日　Wホテルにて、新しい感じの
親睦が出来たと思います。
同好会の開催も今年度は活発に行っていただきまし
た。
ゴルフ同好会、２回とウォーキング・グルメ・日本酒同
好会のセットで２回
ウォーキング同好会、小野寺さん・日本酒同好会、細
川さん・グルメ同好会、松内さん・西田さん・ゴルフ同
好会、道正田さん、本当にありがとうございました。
会員増強です、私が欠席でご迷惑をお掛けしました。
今年度は純増２名、７０周年で５０名を目標に原正
人委員長も活動いただいていましたが目標を達成す
ることが出来ませんでした。
クラブ会報・IT委員会ではマイロータリー全員登録

を目標に努めて頂きました。
次年度理事にも、私の思いをしっかり引き継ぎし、ク
ラブを盛り上げていきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  以上

　今年度職業奉仕委員会の１年の報告をさせて頂き
ます。
職業奉仕は、事業として職業上の高い倫理基準を持
ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、社会
に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を高潔
なものにしていくことという自身の活動とともに、高め
ていける目的を持っています。
ロータリアンは、ロータリーの理念に基づく行動を日
頃の個人生活、社会生活、職業生活の中でいかに実
践できるかが問われています。
それでも、時代も変われば、社会も変わり、自身も、自
身の周囲の環境も変わり得る中で、私たちは普遍的
な姿勢と行動で、常に意識していくべき、職業奉仕の
理念に対し、今年はどのような活動をすればいいのか
を委員会でも話しあいながら進めてきました。今年は、
３回の事業をもって進めていこうということになりまし
た。
　１２月２日（金）例会でのクラブフォーラムの中で、職
業奉仕の実践についてのロータリアンとしての活動と
個人の考え方を３人登壇してお話頂きました。その話
から、私たちが各人が自身の事として実践できる事を
考え、行動する気づきの場に出来たかなと思います。
　次に３月１７日（金）職業研修を実施しました。研修
先は、wellness vegetable (ウエルネスベジタブル)
を運営されている有限会社ロハスラボ大阪で、当日は
小門氏と深野氏にお話を頂き、きくらげの生産現場と
お店を案内、見学させて頂きました。地元泉大津で新
しい取組みをしている若い世代の職業としての観点を
中心にお話頂きました。捉え方として、ご自身の体質
改善をきっかけに事業として始めようとしたこと、ま
た、きくらげの生産の現状が健康志向とは違った政治
や経済の循環の中で行われている事などから、自分た
ちが危機意識を持って、社会に貢献したいとの考えで

取り組んでいる事など、とても学びになり、気づきを得
る事ができました。ロータリークラブの当日の参加者
は１９名でした。
　そして、先週５月２６日（金）には、職業奉仕勉強会
を開催させて頂きました。当日の参加者は、１７名でし
た。
　今回は、リアルな会場とオンライン登壇の講師を繋
いでの勉強会として開催させて頂きました。講師は、
第2640地区ガバナーエレクトの谷宗光氏を迎え、職
業奉仕に関するお話を頂きました。谷氏からは、ご自
身の事業に関するこれまでの経緯を存分にお話頂
き、今の事業があるのも、これまでの過程があるから
だとの認識をもらいながら、職業奉仕は夫々実践する
人の観点、価値観によっても捉え方が変わると思うの
で、皆さん一人ひとりが考え実践してほしいとメッセー
ジをもらいました。現在の職業も家業が転業されてき
た中で、ロータリークラブと出会い、奉仕の考えも事業
の進展とともに培われてきた事がよく理解できました。
人は仕事、職業によって育てられるんだと実感しなが
ら、ロータリアンとして高潔性や倫理観を常に意識し
ながら、実践していける私たちが、より自分ごととなっ
た勉強会であったと思います。
　今年は、テーマを持って職業奉仕委員会として活
動させてもらいました。そのテーマは、「時代の変化や
進化によって変わる職業と変わらない倫理」でした。
テーマを持つ事で、単に聞いて学ぶだけでなく、その
テーマと自分自身の観点がどのように行動に結びつけ
られるかという事を主旨にしていたので、皆さんが、こ
れからの職業に向かう姿勢、事業の取り組み方など
で、社員さんやその家族との関係性をつくっていく上
で、今年が何かしらの発信ができたのであれば幸いで
す。
どうもありがとうございました。

　社会奉仕委員会、青少年・ライラ（RYLA：Rotary 
Youth Leadership Awards）委員会の本年度
（2022～2023）の活動報告と次年度に向けての展
望についてご報告いたします。

１）泉大津ロータリークラブ 共催の献血活動
　１回目は令和４年８月２４日（水）、２回目は３月
１５日（水）に泉大津市役所で献血（泉大津市献血
推進協議会主催）が行われました。それぞれ７０名、
６４名の方  々の献血受付がありました。 多くのお礼
品の御提供を頂いた会員の皆様、また当日 会場に
応援に駆けつけていただいた会員の皆様、 有難うご
ざいました。
　当クラブの継続活動として今後の運営方法につい
ては検討する余地は残されています。

２）認知症支援活動
　毎年９月は世界アルツハイマー月間です。「だんじ
り祭」と「認知症支援」としてだんじり講演会を３年
ぶりに、９月１９日敬老の日（祝日）にテクスピア大阪
小ホールで開催いたしました。一部で行った認知症
サポーター養成講座では４４名の方が受講され、新
たに認知症サポーターが誕生しました。二部のだん
じり講演会と合わせて計６５名の方に参加いただき
ました。

３）子供食堂への共催・支援について
　『サンタさんからのプレゼント会（子ども支援事
業）』を ２０２２年１２月１１日（日）。ローズガーデン
条南苑（ローズテラス）において、子ども支援 事業の
一環として行いました。２７名の子どもたちに、サンタ
クロースからクリスマスプレゼント（長靴お菓子） が
手渡されました。子供食堂自体は、新型コロナ感染
拡大のため残念ながら中止となりましたが、多く の
子どもたちの笑顔に触れ合うことができました。

４）港湾美化清掃啓発活動
　港湾美化清掃啓発活動が明後日の６月４日（日）
に控えております。ロータリークラブとして何かアピー
ルできないか？ロータリーのデザインのジャケット、T
シャツなどユニホーム、写真をSNS（Facebook）等
で流すなど。会員がロータリークラブについて、市民
と対話し紹介しながらゴミ拾いをするなど、少し指向
を変えても楽しめるかなと思っています。ゴミ拾いア
プリPirikaについてもご紹介させていただきます。

５）ローターアクトの復活について
　国際ロータリー第２６４０地区ローターアクト委員
長の小池　知明様をお招きし３月１７日にローター

アクトの現況のお話しを伺いました。
１．現状
　・2019年～RIに加盟し、ロータリークラブと対等。
　・25～28歳。会員数減少、学生会員あり。
  　一部の会員に負担集中。
　・30歳年齢制限なしになる。
　・６クラブ、30名／地区（岸和田、御坊、堺、富田　
　 林、 松原、和歌山東南）
２．どういうメンバーで構成されているか？
　・ロータリー会員ご子息、企業社員派遣、インター
　 アクトから、和歌山大学学生会員など。
３．年間の予算、決算の現状はどうなっているか？
　・人頭分担金発生（8ドル／年／1人）
　・地区年間予算90万円
　・各クラブ30万円／年、アクト会費、ロータリーク
　  ラブニコニコ。
４．地区ローターアクトの方向性は？
　・復活させるための方策は。
 　和歌山大学（外国人　インド人、中国人）
 　地域密着型
 　マニュアルの作成（多くの会員が運営に関与でき
　 るように）　　
　・ローターアクトのないRCに、ローターアクトを拡
　  げるためにどのように話をもって行っているか。
　　⇒・特別なことは現在行っていない。
　　　・ロータリー会員のアクトに対する認識が薄
　　　  いため、卓話招待に応じるなど、積極的に関
　　　  わりを増やす。
　2023～2024年度、ローターアクトを復活させる
かどうか、次年度委員長の杉本理事ならびに上田会
長にバトンタッチさせていただきます。

６）FMいずみおおつ『ロータリーを語ろう』（仮タイトル）
　（案件）
　（新旧合同クラブ社会奉仕委員長会議（５月１３日
開催）での当ロータリークラブからの提言より）
当ロータリークラブでオリジナル番組（５０分）を持ち
地域に発信することを提言いたします。ロータリーク
ラブの地域社会と関わりの中で絶大な以下の効力
があるかと考えます。
・一般市民を取り込み、さまざまなイベント開催（社

 会奉仕事業）の企画・協力や紹介など配信。
・ロータリークラブの理解が深まる。
・ゲスト出演してもらい、さらに参加者基盤を拡げる。
・当ロータリークラブ会員でFMいずみおおつへの参
 加等、関係者が多い。
・持ち回りで番組を担当する。自身の職業や趣味など
 の話など紹介。
・番組内容は、後日Facebookやインスタグラム等
 SNSで配信。
ポイント：
①インパクト②参加者基盤を拡げる③参加者満足度 
④持続可能性⑤資金
　以上、次年度の社会奉仕委員長の根尾理事長に
伝達させていただいております。
ご検討宜しくお願いいたします。
様々な当クラブ社会奉仕部門の事業に１年間、ご参
加賜り誠にありがとうございました。あらためて会員の
皆様に陳謝させていただきます。

　国際奉仕の部門では皆さんご周知の通り３つの委
員会があります　
１. 米山記念奨学会
２. グローバル基金財務
３. ロータリー財団
となっています。どれも過去にはそれほど委員会を開
催する回数があまり多くなかったように思いますが今
期においてはロータリー財団委員会を計６回開催し
ております。これは地区補助金（DDF）を活用しての事
業を来年度に行うため今年度中に計画書を作成し地
区の財団補助金委員会に申請する必要があったため
です。次年度に行う事業は上田エレクト発案のプロ
ジェクトで大阪出身の作家である吉村喜彦氏をお迎
えしご講演いただくもので公開例会となっております。
この計画書の内容も財団補助委員会の規定により7
つの重点分野がありそれらをクリアーしたものでない
と認定されません。企画内容も上田エレクトが作成し
ていただいたもので恐らく認可されるものと思われま
す。５月に瀧谷委員長がこの事業計画書を提出いたし

まして７月若しくは８月ごろには地区委員会より結果
通知が届くことになります。申請にあたり財団補助金
セミナーを受ける必要があり３月に和歌山まで上田エ
レクト、細川会員、私の３名で行ってきました。補助金
の設定は各クラブごとで寄付金額に応じた計算の元
決定されます。また事業のほうは９月２２日に開催さ
れる予定となっておりますので皆様のご協力を宜しく
お願いいたします。
　さて次にスイスのローザンヌ大学に奨学生として現
地で研究や勉学に励んでいる岸田隆明君ですが先日
連絡を取り合いまして今現在の報告を頂きました
先月から研究所助手としての仕事も始めこれから７月
まで試験期間にはいるため休む時間がない生活です
が、おかげさまで充実した留学生活を過ごさせていた
だいております。泉大津ロータリークラブの皆様には
留学準備から大変お世話になりありがとうございまし
た。また夏の中間報告の際にご挨拶をさせて頂きたく
７月末～８月中旬ごろに帰国予定していますのでクラ
ブのご都合がよろしければ直接例会会場にお伺いで
きれば幸いです。との連絡をいただきました。皆様その
時はどうぞ温かく迎えていただきますようよろしくお願
いいたします。
　国際奉仕クラブアッセンブリーは以上となります皆
様１年間ありがとうございました。また各委員会の委
員長始めメンバーの皆様1年間お疲れさまでした。

　今年度職業奉仕委員会の１年の報告をさせて頂き
ます。
職業奉仕は、事業として職業上の高い倫理基準を持
ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、社会
に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を高潔
なものにしていくことという自身の活動とともに、高め
ていける目的を持っています。
ロータリアンは、ロータリーの理念に基づく行動を日
頃の個人生活、社会生活、職業生活の中でいかに実
践できるかが問われています。
それでも、時代も変われば、社会も変わり、自身も、自
身の周囲の環境も変わり得る中で、私たちは普遍的
な姿勢と行動で、常に意識していくべき、職業奉仕の
理念に対し、今年はどのような活動をすればいいのか
を委員会でも話しあいながら進めてきました。今年は、
３回の事業をもって進めていこうということになりまし
た。
　１２月２日（金）例会でのクラブフォーラムの中で、職
業奉仕の実践についてのロータリアンとしての活動と
個人の考え方を３人登壇してお話頂きました。その話
から、私たちが各人が自身の事として実践できる事を
考え、行動する気づきの場に出来たかなと思います。
　次に３月１７日（金）職業研修を実施しました。研修
先は、wellness vegetable (ウエルネスベジタブル)
を運営されている有限会社ロハスラボ大阪で、当日は
小門氏と深野氏にお話を頂き、きくらげの生産現場と
お店を案内、見学させて頂きました。地元泉大津で新
しい取組みをしている若い世代の職業としての観点を
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改善をきっかけに事業として始めようとしたこと、ま
た、きくらげの生産の現状が健康志向とは違った政治
や経済の循環の中で行われている事などから、自分た
ちが危機意識を持って、社会に貢献したいとの考えで

取り組んでいる事など、とても学びになり、気づきを得
る事ができました。ロータリークラブの当日の参加者
は１９名でした。
　そして、先週５月２６日（金）には、職業奉仕勉強会
を開催させて頂きました。当日の参加者は、１７名でし
た。
　今回は、リアルな会場とオンライン登壇の講師を繋
いでの勉強会として開催させて頂きました。講師は、
第2640地区ガバナーエレクトの谷宗光氏を迎え、職
業奉仕に関するお話を頂きました。谷氏からは、ご自
身の事業に関するこれまでの経緯を存分にお話頂
き、今の事業があるのも、これまでの過程があるから
だとの認識をもらいながら、職業奉仕は夫々実践する
人の観点、価値観によっても捉え方が変わると思うの
で、皆さん一人ひとりが考え実践してほしいとメッセー
ジをもらいました。現在の職業も家業が転業されてき
た中で、ロータリークラブと出会い、奉仕の考えも事業
の進展とともに培われてきた事がよく理解できました。
人は仕事、職業によって育てられるんだと実感しなが
ら、ロータリアンとして高潔性や倫理観を常に意識し
ながら、実践していける私たちが、より自分ごととなっ
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　今年は、テーマを持って職業奉仕委員会として活
動させてもらいました。そのテーマは、「時代の変化や
進化によって変わる職業と変わらない倫理」でした。
テーマを持つ事で、単に聞いて学ぶだけでなく、その
テーマと自分自身の観点がどのように行動に結びつけ
られるかという事を主旨にしていたので、皆さんが、こ
れからの職業に向かう姿勢、事業の取り組み方など
で、社員さんやその家族との関係性をつくっていく上
で、今年が何かしらの発信ができたのであれば幸いで
す。
どうもありがとうございました。

　社会奉仕委員会、青少年・ライラ（RYLA：Rotary 
Youth Leadership Awards）委員会の本年度
（2022～2023）の活動報告と次年度に向けての展
望についてご報告いたします。

１）泉大津ロータリークラブ 共催の献血活動
　１回目は令和４年８月２４日（水）、２回目は３月
１５日（水）に泉大津市役所で献血（泉大津市献血
推進協議会主催）が行われました。それぞれ７０名、
６４名の方  々の献血受付がありました。 多くのお礼
品の御提供を頂いた会員の皆様、また当日 会場に
応援に駆けつけていただいた会員の皆様、 有難うご
ざいました。
　当クラブの継続活動として今後の運営方法につい
ては検討する余地は残されています。

２）認知症支援活動
　毎年９月は世界アルツハイマー月間です。「だんじ
り祭」と「認知症支援」としてだんじり講演会を３年
ぶりに、９月１９日敬老の日（祝日）にテクスピア大阪
小ホールで開催いたしました。一部で行った認知症
サポーター養成講座では４４名の方が受講され、新
たに認知症サポーターが誕生しました。二部のだん
じり講演会と合わせて計６５名の方に参加いただき
ました。

３）子供食堂への共催・支援について
　『サンタさんからのプレゼント会（子ども支援事
業）』を ２０２２年１２月１１日（日）。ローズガーデン
条南苑（ローズテラス）において、子ども支援 事業の
一環として行いました。２７名の子どもたちに、サンタ
クロースからクリスマスプレゼント（長靴お菓子） が
手渡されました。子供食堂自体は、新型コロナ感染
拡大のため残念ながら中止となりましたが、多く の
子どもたちの笑顔に触れ合うことができました。

４）港湾美化清掃啓発活動
　港湾美化清掃啓発活動が明後日の６月４日（日）
に控えております。ロータリークラブとして何かアピー
ルできないか？ロータリーのデザインのジャケット、T
シャツなどユニホーム、写真をSNS（Facebook）等
で流すなど。会員がロータリークラブについて、市民
と対話し紹介しながらゴミ拾いをするなど、少し指向
を変えても楽しめるかなと思っています。ゴミ拾いア
プリPirikaについてもご紹介させていただきます。

５）ローターアクトの復活について
　国際ロータリー第２６４０地区ローターアクト委員
長の小池　知明様をお招きし３月１７日にローター

アクトの現況のお話しを伺いました。
１．現状
　・2019年～RIに加盟し、ロータリークラブと対等。
　・25～28歳。会員数減少、学生会員あり。
  　一部の会員に負担集中。
　・30歳年齢制限なしになる。
　・６クラブ、30名／地区（岸和田、御坊、堺、富田　
　 林、 松原、和歌山東南）
２．どういうメンバーで構成されているか？
　・ロータリー会員ご子息、企業社員派遣、インター
　 アクトから、和歌山大学学生会員など。
３．年間の予算、決算の現状はどうなっているか？
　・人頭分担金発生（8ドル／年／1人）
　・地区年間予算90万円
　・各クラブ30万円／年、アクト会費、ロータリーク
　  ラブニコニコ。
４．地区ローターアクトの方向性は？
　・復活させるための方策は。
 　和歌山大学（外国人　インド人、中国人）
 　地域密着型
 　マニュアルの作成（多くの会員が運営に関与でき
　 るように）　　
　・ローターアクトのないRCに、ローターアクトを拡
　  げるためにどのように話をもって行っているか。
　　⇒・特別なことは現在行っていない。
　　　・ロータリー会員のアクトに対する認識が薄
　　　  いため、卓話招待に応じるなど、積極的に関
　　　  わりを増やす。
　2023～2024年度、ローターアクトを復活させる
かどうか、次年度委員長の杉本理事ならびに上田会
長にバトンタッチさせていただきます。

６）FMいずみおおつ『ロータリーを語ろう』（仮タイトル）
　（案件）
　（新旧合同クラブ社会奉仕委員長会議（５月１３日
開催）での当ロータリークラブからの提言より）
当ロータリークラブでオリジナル番組（５０分）を持ち
地域に発信することを提言いたします。ロータリーク
ラブの地域社会と関わりの中で絶大な以下の効力
があるかと考えます。
・一般市民を取り込み、さまざまなイベント開催（社

 会奉仕事業）の企画・協力や紹介など配信。
・ロータリークラブの理解が深まる。
・ゲスト出演してもらい、さらに参加者基盤を拡げる。
・当ロータリークラブ会員でFMいずみおおつへの参
 加等、関係者が多い。
・持ち回りで番組を担当する。自身の職業や趣味など
 の話など紹介。
・番組内容は、後日Facebookやインスタグラム等
 SNSで配信。
ポイント：
①インパクト②参加者基盤を拡げる③参加者満足度 
④持続可能性⑤資金
　以上、次年度の社会奉仕委員長の根尾理事長に
伝達させていただいております。
ご検討宜しくお願いいたします。
様々な当クラブ社会奉仕部門の事業に１年間、ご参
加賜り誠にありがとうございました。あらためて会員の
皆様に陳謝させていただきます。

　国際奉仕の部門では皆さんご周知の通り３つの委
員会があります　
１. 米山記念奨学会
２. グローバル基金財務
３. ロータリー財団
となっています。どれも過去にはそれほど委員会を開
催する回数があまり多くなかったように思いますが今
期においてはロータリー財団委員会を計６回開催し
ております。これは地区補助金（DDF）を活用しての事
業を来年度に行うため今年度中に計画書を作成し地
区の財団補助金委員会に申請する必要があったため
です。次年度に行う事業は上田エレクト発案のプロ
ジェクトで大阪出身の作家である吉村喜彦氏をお迎
えしご講演いただくもので公開例会となっております。
この計画書の内容も財団補助委員会の規定により7
つの重点分野がありそれらをクリアーしたものでない
と認定されません。企画内容も上田エレクトが作成し
ていただいたもので恐らく認可されるものと思われま
す。５月に瀧谷委員長がこの事業計画書を提出いたし

まして７月若しくは８月ごろには地区委員会より結果
通知が届くことになります。申請にあたり財団補助金
セミナーを受ける必要があり３月に和歌山まで上田エ
レクト、細川会員、私の３名で行ってきました。補助金
の設定は各クラブごとで寄付金額に応じた計算の元
決定されます。また事業のほうは９月２２日に開催さ
れる予定となっておりますので皆様のご協力を宜しく
お願いいたします。
　さて次にスイスのローザンヌ大学に奨学生として現
地で研究や勉学に励んでいる岸田隆明君ですが先日
連絡を取り合いまして今現在の報告を頂きました
先月から研究所助手としての仕事も始めこれから７月
まで試験期間にはいるため休む時間がない生活です
が、おかげさまで充実した留学生活を過ごさせていた
だいております。泉大津ロータリークラブの皆様には
留学準備から大変お世話になりありがとうございまし
た。また夏の中間報告の際にご挨拶をさせて頂きたく
７月末～８月中旬ごろに帰国予定していますのでクラ
ブのご都合がよろしければ直接例会会場にお伺いで
きれば幸いです。との連絡をいただきました。皆様その
時はどうぞ温かく迎えていただきますようよろしくお願
いいたします。
　国際奉仕クラブアッセンブリーは以上となります皆
様１年間ありがとうございました。また各委員会の委
員長始めメンバーの皆様1年間お疲れさまでした。
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　国際奉仕部門理事 
山本　博章

　今年度職業奉仕委員会の１年の報告をさせて頂き
ます。
職業奉仕は、事業として職業上の高い倫理基準を持
ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、社会
に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を高潔
なものにしていくことという自身の活動とともに、高め
ていける目的を持っています。
ロータリアンは、ロータリーの理念に基づく行動を日
頃の個人生活、社会生活、職業生活の中でいかに実
践できるかが問われています。
それでも、時代も変われば、社会も変わり、自身も、自
身の周囲の環境も変わり得る中で、私たちは普遍的
な姿勢と行動で、常に意識していくべき、職業奉仕の
理念に対し、今年はどのような活動をすればいいのか
を委員会でも話しあいながら進めてきました。今年は、
３回の事業をもって進めていこうということになりまし
た。
　１２月２日（金）例会でのクラブフォーラムの中で、職
業奉仕の実践についてのロータリアンとしての活動と
個人の考え方を３人登壇してお話頂きました。その話
から、私たちが各人が自身の事として実践できる事を
考え、行動する気づきの場に出来たかなと思います。
　次に３月１７日（金）職業研修を実施しました。研修
先は、wellness vegetable (ウエルネスベジタブル)
を運営されている有限会社ロハスラボ大阪で、当日は
小門氏と深野氏にお話を頂き、きくらげの生産現場と
お店を案内、見学させて頂きました。地元泉大津で新
しい取組みをしている若い世代の職業としての観点を
中心にお話頂きました。捉え方として、ご自身の体質
改善をきっかけに事業として始めようとしたこと、ま
た、きくらげの生産の現状が健康志向とは違った政治
や経済の循環の中で行われている事などから、自分た
ちが危機意識を持って、社会に貢献したいとの考えで

取り組んでいる事など、とても学びになり、気づきを得
る事ができました。ロータリークラブの当日の参加者
は１９名でした。
　そして、先週５月２６日（金）には、職業奉仕勉強会
を開催させて頂きました。当日の参加者は、１７名でし
た。
　今回は、リアルな会場とオンライン登壇の講師を繋
いでの勉強会として開催させて頂きました。講師は、
第2640地区ガバナーエレクトの谷宗光氏を迎え、職
業奉仕に関するお話を頂きました。谷氏からは、ご自
身の事業に関するこれまでの経緯を存分にお話頂
き、今の事業があるのも、これまでの過程があるから
だとの認識をもらいながら、職業奉仕は夫々実践する
人の観点、価値観によっても捉え方が変わると思うの
で、皆さん一人ひとりが考え実践してほしいとメッセー
ジをもらいました。現在の職業も家業が転業されてき
た中で、ロータリークラブと出会い、奉仕の考えも事業
の進展とともに培われてきた事がよく理解できました。
人は仕事、職業によって育てられるんだと実感しなが
ら、ロータリアンとして高潔性や倫理観を常に意識し
ながら、実践していける私たちが、より自分ごととなっ
た勉強会であったと思います。
　今年は、テーマを持って職業奉仕委員会として活
動させてもらいました。そのテーマは、「時代の変化や
進化によって変わる職業と変わらない倫理」でした。
テーマを持つ事で、単に聞いて学ぶだけでなく、その
テーマと自分自身の観点がどのように行動に結びつけ
られるかという事を主旨にしていたので、皆さんが、こ
れからの職業に向かう姿勢、事業の取り組み方など
で、社員さんやその家族との関係性をつくっていく上
で、今年が何かしらの発信ができたのであれば幸いで
す。
どうもありがとうございました。

　社会奉仕委員会、青少年・ライラ（RYLA：Rotary 
Youth Leadership Awards）委員会の本年度
（2022～2023）の活動報告と次年度に向けての展
望についてご報告いたします。

１）泉大津ロータリークラブ 共催の献血活動
　１回目は令和４年８月２４日（水）、２回目は３月
１５日（水）に泉大津市役所で献血（泉大津市献血
推進協議会主催）が行われました。それぞれ７０名、
６４名の方  々の献血受付がありました。 多くのお礼
品の御提供を頂いた会員の皆様、また当日 会場に
応援に駆けつけていただいた会員の皆様、 有難うご
ざいました。
　当クラブの継続活動として今後の運営方法につい
ては検討する余地は残されています。

２）認知症支援活動
　毎年９月は世界アルツハイマー月間です。「だんじ
り祭」と「認知症支援」としてだんじり講演会を３年
ぶりに、９月１９日敬老の日（祝日）にテクスピア大阪
小ホールで開催いたしました。一部で行った認知症
サポーター養成講座では４４名の方が受講され、新
たに認知症サポーターが誕生しました。二部のだん
じり講演会と合わせて計６５名の方に参加いただき
ました。

３）子供食堂への共催・支援について
　『サンタさんからのプレゼント会（子ども支援事
業）』を ２０２２年１２月１１日（日）。ローズガーデン
条南苑（ローズテラス）において、子ども支援 事業の
一環として行いました。２７名の子どもたちに、サンタ
クロースからクリスマスプレゼント（長靴お菓子） が
手渡されました。子供食堂自体は、新型コロナ感染
拡大のため残念ながら中止となりましたが、多く の
子どもたちの笑顔に触れ合うことができました。

４）港湾美化清掃啓発活動
　港湾美化清掃啓発活動が明後日の６月４日（日）
に控えております。ロータリークラブとして何かアピー
ルできないか？ロータリーのデザインのジャケット、T
シャツなどユニホーム、写真をSNS（Facebook）等
で流すなど。会員がロータリークラブについて、市民
と対話し紹介しながらゴミ拾いをするなど、少し指向
を変えても楽しめるかなと思っています。ゴミ拾いア
プリPirikaについてもご紹介させていただきます。

５）ローターアクトの復活について
　国際ロータリー第２６４０地区ローターアクト委員
長の小池　知明様をお招きし３月１７日にローター

アクトの現況のお話しを伺いました。
１．現状
　・2019年～RIに加盟し、ロータリークラブと対等。
　・25～28歳。会員数減少、学生会員あり。
  　一部の会員に負担集中。
　・30歳年齢制限なしになる。
　・６クラブ、30名／地区（岸和田、御坊、堺、富田　
　 林、 松原、和歌山東南）
２．どういうメンバーで構成されているか？
　・ロータリー会員ご子息、企業社員派遣、インター
　 アクトから、和歌山大学学生会員など。
３．年間の予算、決算の現状はどうなっているか？
　・人頭分担金発生（8ドル／年／1人）
　・地区年間予算90万円
　・各クラブ30万円／年、アクト会費、ロータリーク
　  ラブニコニコ。
４．地区ローターアクトの方向性は？
　・復活させるための方策は。
 　和歌山大学（外国人　インド人、中国人）
 　地域密着型
 　マニュアルの作成（多くの会員が運営に関与でき
　 るように）　　
　・ローターアクトのないRCに、ローターアクトを拡
　  げるためにどのように話をもって行っているか。
　　⇒・特別なことは現在行っていない。
　　　・ロータリー会員のアクトに対する認識が薄
　　　  いため、卓話招待に応じるなど、積極的に関
　　　  わりを増やす。
　2023～2024年度、ローターアクトを復活させる
かどうか、次年度委員長の杉本理事ならびに上田会
長にバトンタッチさせていただきます。

６）FMいずみおおつ『ロータリーを語ろう』（仮タイトル）
　（案件）
　（新旧合同クラブ社会奉仕委員長会議（５月１３日
開催）での当ロータリークラブからの提言より）
当ロータリークラブでオリジナル番組（５０分）を持ち
地域に発信することを提言いたします。ロータリーク
ラブの地域社会と関わりの中で絶大な以下の効力
があるかと考えます。
・一般市民を取り込み、さまざまなイベント開催（社

 会奉仕事業）の企画・協力や紹介など配信。
・ロータリークラブの理解が深まる。
・ゲスト出演してもらい、さらに参加者基盤を拡げる。
・当ロータリークラブ会員でFMいずみおおつへの参
 加等、関係者が多い。
・持ち回りで番組を担当する。自身の職業や趣味など
 の話など紹介。
・番組内容は、後日Facebookやインスタグラム等
 SNSで配信。
ポイント：
①インパクト②参加者基盤を拡げる③参加者満足度 
④持続可能性⑤資金
　以上、次年度の社会奉仕委員長の根尾理事長に
伝達させていただいております。
ご検討宜しくお願いいたします。
様々な当クラブ社会奉仕部門の事業に１年間、ご参
加賜り誠にありがとうございました。あらためて会員の
皆様に陳謝させていただきます。

　国際奉仕の部門では皆さんご周知の通り３つの委
員会があります　
１. 米山記念奨学会
２. グローバル基金財務
３. ロータリー財団
となっています。どれも過去にはそれほど委員会を開
催する回数があまり多くなかったように思いますが今
期においてはロータリー財団委員会を計６回開催し
ております。これは地区補助金（DDF）を活用しての事
業を来年度に行うため今年度中に計画書を作成し地
区の財団補助金委員会に申請する必要があったため
です。次年度に行う事業は上田エレクト発案のプロ
ジェクトで大阪出身の作家である吉村喜彦氏をお迎
えしご講演いただくもので公開例会となっております。
この計画書の内容も財団補助委員会の規定により7
つの重点分野がありそれらをクリアーしたものでない
と認定されません。企画内容も上田エレクトが作成し
ていただいたもので恐らく認可されるものと思われま
す。５月に瀧谷委員長がこの事業計画書を提出いたし

まして７月若しくは８月ごろには地区委員会より結果
通知が届くことになります。申請にあたり財団補助金
セミナーを受ける必要があり３月に和歌山まで上田エ
レクト、細川会員、私の３名で行ってきました。補助金
の設定は各クラブごとで寄付金額に応じた計算の元
決定されます。また事業のほうは９月２２日に開催さ
れる予定となっておりますので皆様のご協力を宜しく
お願いいたします。
　さて次にスイスのローザンヌ大学に奨学生として現
地で研究や勉学に励んでいる岸田隆明君ですが先日
連絡を取り合いまして今現在の報告を頂きました
先月から研究所助手としての仕事も始めこれから７月
まで試験期間にはいるため休む時間がない生活です
が、おかげさまで充実した留学生活を過ごさせていた
だいております。泉大津ロータリークラブの皆様には
留学準備から大変お世話になりありがとうございまし
た。また夏の中間報告の際にご挨拶をさせて頂きたく
７月末～８月中旬ごろに帰国予定していますのでクラ
ブのご都合がよろしければ直接例会会場にお伺いで
きれば幸いです。との連絡をいただきました。皆様その
時はどうぞ温かく迎えていただきますようよろしくお願
いいたします。
　国際奉仕クラブアッセンブリーは以上となります皆
様１年間ありがとうございました。また各委員会の委
員長始めメンバーの皆様1年間お疲れさまでした。

先週のプログラム

　増田様の高校生時代の趣味や税務の仕事に興
味を持ったきっかけなどの話から始まり、脱税などの
不正行為の捜査で実際にあった大変興味深いエピ
ソードなどをお話しいただきました。
　これまで色々な会社の調査や相談に携わって来
られていますが、各々の会社の組織文化によって、対
応のやり方が違うことに興味を持たれ、組織文化に
関してもっと深く知っていくことが現在の関心事であ
るとのことです。
　最近は、「知覚動考」という言葉が好きで、「知って
→覚えて→動いて→考える」ということを大切にして
おられ、職員にも、「いくら知っても、いくら覚えても、
動かなければ結果は変わらないので、知り得た知識
を持って行動に移すように」と指導しておられるとの
ことです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 以上

泉大津税務署長　増田　歌織　様

クラブ管理運営部門理事
泉谷　仁博

■ クラブアッセンブリー

ますだ　    かおり

広島国税局　倉吉税務署長　

大阪国税局　課税第2部　資料調査第2課長

泉大津税務署長

令和2年7月

令和3年7月

令和4年7月

【ご略歴】

主に法人税関係の事務に携わられておられました。
ご出身は大阪府堺市とのこと。

　本年度、クラブ管理運営部門の理事を担当しまし
た泉谷です。
１年間、ありがとうございました。
　クラブ管理運営部門は会員相互の交流と親睦を
一層深めるための環境づくりをすること。 その為に３
委員会とコミュニケーションを密にし、クラブの活性
化に努めたいと思い活動しました。
また、ロータリーの親睦は、ただ楽しむことだけでは
無く、お互いに切磋琢磨しながら「学び合い」メン
バーの間で信頼関係が構築されるようにしたく今年
度は取り組みを考えていましたが、私の都合により実
現できませんでした。
しかし、コロナも終息し、楽しい事業で親睦を深める
ことが出来たと思います。
　親睦活動員会は例会の運営にご尽力いただき、最
終例会の懇親会から始まり。
納涼例会、クリスマス例会　１２月１８日　ロイヤル
クラシックホテル　ウクライナの話と松内サンタさん
は大変良かったと思います。
家族例会　５月１４日　Wホテルにて、新しい感じの
親睦が出来たと思います。
同好会の開催も今年度は活発に行っていただきまし
た。
ゴルフ同好会、２回とウォーキング・グルメ・日本酒同
好会のセットで２回
ウォーキング同好会、小野寺さん・日本酒同好会、細
川さん・グルメ同好会、松内さん・西田さん・ゴルフ同
好会、道正田さん、本当にありがとうございました。
会員増強です、私が欠席でご迷惑をお掛けしました。
今年度は純増２名、７０周年で５０名を目標に原正
人委員長も活動いただいていましたが目標を達成す
ることが出来ませんでした。
クラブ会報・IT委員会ではマイロータリー全員登録

を目標に努めて頂きました。
次年度理事にも、私の思いをしっかり引き継ぎし、ク
ラブを盛り上げていきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  以上


